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日本海地震・津波プロジェクト

沖合構造調査

日29-2-2-2-1

沖合構造調査（線表）
日29-2-2-2-1

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ1707〕

MCS探査の一部・
OBS探査〔SJ17IS〕
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平成29年度の調査【北海道北西沖】
日29-2-2-2-1

OBSのタイプ
●：通常型
●：アンカー回収型
●：円錐台型
●：OBN

暫定解析結果【SJ1707】
日29-2-2-2-1
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★：1940積丹半島沖地震本震(気象庁）
黄点：気象庁（1923～2016）
赤点：北大OBS観測［2008/4～6］
（一條・他, 2010）

橙線：活断層（岡村, 2013）

調査海域周辺の地震活動
日29-2-2-2-1

① Hatori (1969)
② Fukao and Furumoto, (1975)
③ Satake (1986)
④ Okamura et al. (2005)
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1940年積丹半島沖地震【MJ7.5】
日29-2-2-2-1

★：1940積丹半島沖地震本震(気象庁）
黄点：気象庁（1923～2016）
赤点：北大OBS観測［2008/4～6］
（一條・他, 2010）

橙線：活断層（岡村, 2013）
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暫定解析結果と

積丹半島沖地震

【SJ1707】

日29-2-2-2-1

⽇本海盆 奥尻海嶺
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暫定解析結果と

積丹半島沖地震

【SJ1707】

日29-2-2-2-1

赤点：北大OBS観測［2008/4～6］
（一條・他, 2010）
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暫定解析結果と断層モデル【SJ1707】
日29-2-2-2-1

F11
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断層モデル：国交省（2014）
黄点：気象庁（1923～2016）
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暫定解析結果と断層モデル【SJ1706】
日29-2-2-2-1
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断層モデル：国交省（2014）
黄点：気象庁（1923～2016）
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暫定解析結果と断層モデル【SJ1705】
日29-2-2-2-1
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断層モデル：国交省（2014）
黄点：気象庁（1923～2016）
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断層モデル：国交省（2014）
黄点：気象庁（1923～2016）

暫定解析結果と断層モデル【SJ1708】
日29-2-2-2-1
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海陸統合探査測線（海域）【SJ17IS】
日29-2-2-2-1

陸域は東大震研
が実施

橙線：活断層（岡村, 2013）
黄点：気象庁（1923～2016）
断層モデル：国交省（2014）

暫定解析結果【SJ17IS】
日29-2-2-2-1
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まとめ
日29-2-2-2-1

MCS探査の暫定的な結果から、推定されている活断層や地震活

動に対応しているイメージが得られている。

SJ17007のOBS探査の暫定的な結果から、日本海盆は海洋地

殻的な構造となっているが、奥尻海嶺付近から地殻が徐々に厚く

なっていき、測線の中央付近から東側では大陸地殻的な構造に

近い構造となる。

海陸統合探査測線であるSJ17ISは、屈折法探査に関してOBS
のみでの解析が進行しており、今後陸上の探査データを統合した

解析を行う。MCS探査については、曳航したストリーマーケーブ

ル長が短い（300m）ため、速度解析やノイズ抑制処理等を難しい

が、イメージングの最適化を進めた。

現時点で、解析がまだ不十分なので、引き続きイメージングの改

良を進め、北海道北西沖の地殻構造の特徴を抽出し、断層の分

布と形状との関係を明らかにしていく。

平成30年度の調査計画【北海道南西沖】
日29-2-2-2-1

• 調査予定日程：

2018年4月23日（函館）

～5月20日（横須賀）

• 調査予定測線：

 MCS探査（赤線）

 OBS探査（丸印）

• 使用船舶：「かいれい」

白点：気象庁一元化震源（1923～2016）
橙色線：活断層（岡村，2013）
★：1993年北海道南西沖地震本震（MJ7.8）


